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新年のあいさつ
東北町長　斗賀　壽一

「東北町の元気、希望、
安心のために」

 心を引き締めて
行政を推進します

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
行
政
に
対
す
る

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
長
引
く
経
済
不
況
や
、
３
月
11

日
に
発
生
し
ま
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
と
い
う
東
日
本
大
震
災
の

激
し
い
揺
れ
と
、
そ
の
後
に
襲
来
し

た
大
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
中

心
に
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
な

ど
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
遺
族
の
方
々
に
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
義

援
金
お
よ
び
支
援
物
資
の
提
供
や
被

災
地
現
地
支
援
な
ど
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生

し
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
物

質
の
除
去
お
よ
び
除
染
が
い
ま
だ
に

完
了
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

青
森
県
に
お
い
て
も
、
三
八
上
北

地
方
を
中
心
に
、
死
傷
者
や
多
く
の

住
宅
被
害
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
に
関
わ
る
一
連
の
災

害
で
の
被
災
地
の
早
期
復
旧
、
復
興

と
、
長
期
に
わ
た
っ
て
帰
宅
で
き
な

い
避
難
者
が
一
日
も
早
く
帰
宅
で
き

る
こ
と
を
、
町
民
と
と
も
に
心
か
ら

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
震
度
５
強
を

観
測
し
、
人
命
に
関
わ
る
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
停
電
、
断
水
、
燃

料
不
足
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
発
生
し
た
台
風
15

号
の
通
過
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
37

件
の
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、当
町
に
は
、サ
ッ

カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝

し
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
象

東日本大震災で断水があった地域では給
水車による給水作業が行われました
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徴
さ
れ
る
よ
う
な
明
る
い
話
題
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
町
の
懸
案
事
業
で
も
あ

り
ま
し
た
交
流
・
健
康
増
進
・
防
災

の
新
拠
点
、
小
川
原
湖
交
流
セ
ン

タ
ー「
宝
湖
館
」が
６
月
２
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
利
活
用
に
つ
い
て
英
知

を
結
集
し
て
健
全
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
愛
顧
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、「
駅
伝
の

町
・
東
北
町
」
か
ら
生
ま
れ
た
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
、
青
森
山
田
高
校
の

黒
川
遼
さ
ん
と
榎
本
盟
さ
ん
が
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、

石
田
亮
さ
ん
と
蛯
名
聡
勝
さ
ん
は
箱

根
駅
伝
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
は
、

東
北
中
学
校
が
男
女
と
も
東
北
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
。
ま
た
、
県
小
学

校
ス
キ
ー
大
会
お
よ
び
県
小
学
生
駅

伝
競
走
大
会
で
蛯
沢
小
学
校
男
子

チ
ー
ム
が
優
勝
、
さ
ら
に
小
学
生
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
大
会
で
優

勝
し
、
今
年
３
月
に
大
阪
府
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

球
技
で
は
、
上
北
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
東
北
大
会
出
場
、
さ
ら

に
中
体
連
新
人
戦
県
大
会
で
優
勝

し
、
今
年
５
月
に
地
元
で
開
催
さ
れ

る
東
北
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
ほ

か
、
東
北
卓
心
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
沼
村
斉
弥
君
が
、
卓
球
で
県
大
会

２
連
覇
、
全
国
大
会
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
目
指
す
当
町
に
と
り
ま
し
て
、

大
変
喜
ば
し
い
活
躍
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
表
彰
県
知
事
賞
を
甲
地

地
域
水
土
里
保
全
会
が
受
賞
、
表
町

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
優
良
な
消
防
ク

ラ
ブ
全
国
表
彰
を
受
賞
、
県
手
踊
名

人
位
に
表
町
の
蛯
沢
香
菜
子
さ
ん
が

輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
の
叙
勲
で
、
新
山
半
十

郎
さ
ん
が
、
町
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日

双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
町
民
体
育
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
明
る

い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
で

は
、
町
の
予
算
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
化

を
全
町
に
整
備
し
、
11
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
町
自
主
放
送
と
し
て
、
町
の
あ
ら

ゆ
る
情
報
の
提
供
や
議
会
中
継
な
ど

を
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
皆
さ
ん

と
共
に
歩
む
「
公
平
・
公
正
な
町
づ

く
り
」
と
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
政
策
」

の
実
現
の
根
幹
を
成
す
も
の
と
位
置

づ
け
て
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
町
民

の
皆
様
と
「
明
る
く
住
み
や
す
い
、

誇
り
の
持
て
る
町
づ
く
り
と
、
政
策

の
実
現
」に
向
け
て
情
報
を
共
有
し
、

行
政
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
が
東
北
町
に
と
っ

て
昇
竜
の
ご
と
く
活
性
化
で
き
ま
す

よ
う
、
ま
た
町
民
一
人
一
人
に
と
っ

て
も
明
る
い
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
輝
か
し
い
東
北
町
の
未
来
づ

く
り
の
た
め
、
な
に
と
ぞ
町
民
の
皆

様
の
お
力
添
え
と
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
流
・
健
康
・
防
災
の
拠
点

宝
湖
館
が
オ
ー
プ
ン

駅
伝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
面
で
多
く
の
栄
光

環
境
保
全
、消
防
、手
踊
り
、

叙
勲
な
ど
で
多
数
の
受
賞

公
平
・
公
正
な
町
づ
く
り
と

ガ
ラ
ス
張
り
の
政
策
を
推
進

交流・健康増進・防災の新拠点としてオー
プンした小川原湖交流センター「宝湖館」

県予選で優勝し、３月に行われる全国大会
出場を決めた蛯沢小学校の駅伝メンバー

フィットネスルームなどを新設しリ
ニューアルオープンした町民体育館
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東
北
町
教
育
長

�

野　

田　
　
　

勲

学
校
、
地
域
の
一
元
化
に
向
け
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
を
新
た

に
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
教
育
長
の
後
を
引
き
継
い
で
２

カ
月
。
ま
だ
実
態
把
握
で
き
な
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
各
国
で
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
東

日
本
大
震
災
で
は
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
の
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
原
発
事

故
の
風
評
も
重
な
っ
て
、
被
災
地
の

方
々
は
い
ま
だ
に
困
難
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
な
一
年
で
し
た

が
、
わ
が
町
の
教
育
界
を
振
り
返
っ

東
北
町
議
会
議
長

�

沼　

田　

徳
右
衛
門

新
年
を
迎
え
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
史
上
最
大
級
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
東
日
本
大
震
災

発
生
に
よ
り
、
太
平
洋
側
の
地
域
に

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
長
期
の
避
難
生
活
、
い
ま
だ
い

つ
自
分
の
町
に
戻
れ
る
の
か
見
通
し

さ
え
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
将
来

に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
状
態

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
力
不
足
に

陥
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
想
像
を
は

る
か
に
超
え
た
自
然
の
猛
威
に
対
し

て
、
日
本
国
民
全
て
が
恐
怖
と
不
安

に
駆
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

て
み
ま
す
と
、
全
日
本
通
信
珠
算
競

技
大
会
で
蛯
沢
小
優
勝
、
大
学
駅
伝

や
高
校
駅
伝
大
会
で
の
町
出
身
選
手

の
活
躍
、
県
小
学
生
ス
キ
ー
大
会
で

の
蛯
沢
小
の
活
躍
、
県
小
学
生
駅
伝

大
会
で
蛯
沢
小
男
子
優
勝
、
女
子
準

優
勝
、
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
上
北
中
熱
戦
な
ど
、
個
人
、

団
体
と
も
に
素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

社
会
体
育
界
で
は
、
郡
総
合
体
育

大
会
優
勝
や
県
民
体
育
大
会
で
の
活

躍
な
ど
、
大
人
の
頑
張
り
が
子
供
た

ち
の
励
み
と
な
り
活
躍
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
町
内
全
校
に
配
置
し
た
学
校
教

育
支
援
員
が
、
学
校
と
の
連
携
を
深

め
て
指
導
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
な

役
割
を
担
い
な
が
ら
一
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
現
状
の

底
上
げ
、
右
肩
上
が
り
の
流
れ
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
究
大
会
で
、
蛯
沢
小
と
小
川
原
小

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
状
況
が
発
表
さ
れ
、

正
し
く
活
発
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
地
域

住
民
の
支
援
が
あ
っ
て
の
学
校
教
育

で
あ
る
と
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
供
た
ち
の
育
成
の
た
め
に
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
私
た
ち
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
地
震
・
津
波

対
策
の
早
期
推
進
、
原
発
問
題
の
解

決
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の
諸
問
題
の

克
服
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
は
金
融
不
安
や
株

価
の
下
落
と
、
経
済
の
低
迷
が
深
刻

化
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
本
町
に
お
い
て
も
税
収
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
下
に
お
い

て
も
、
町
民
の
皆
様
が
生
涯
に
わ
た

り
住
み
続
け
た
い
と
思
う
「
活
力
あ

る
と
う
ほ
く
」
を
創
造
す
る
た
め
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
政

策
の
充
実
、
明
日
を
拓
く
子
供
た
ち

を
育
む
教
育
の
充
実
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
農
林
水
産

業
振
興
施
策
の
充
実
な
ど
へ
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
町
民
の
皆
様
の
期
待
を

裏
切
ら
な
い
よ
う
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
認
識
し
、
多
様
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
町
政
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
私
た
ち

議
員
の
責
務
で
あ
る
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
本
年
が
よ
り
実
り
の
あ
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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TOPICS

新しい人生のスタート
実年式60

　
今
年
度
60
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た
「
実
年
式
」が
11
月
20
日
、

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
63
人
の
出
席
者
が
節
目
の
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　
式
で
は
、
斗
賀
町
長
が
「
60
歳
は
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
。
健
康

に
気
を
つ
け
て
有
意
義
な
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
続
い

て
、
吹
越
尊
治
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
地
域
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
」
と
実
年
代
表
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
人
生
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
お
互
い
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

歳

平野聖子さんのリードで町民憲章を唱和

実行委員長の田嶋恒さんによる祝賀会
のあいさつ

さらなる活躍を誓い合って乾杯

思い出話に花を咲かせた祝賀会 出席者63人が笑顔で記念撮影

出席者全員で町民の歌を斉唱

吹越尊治さんによる実年代表の言葉
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まちの話題
感謝を込めてカレンダープレゼント

ハッピー保育園の年長園児
　ハッピー保育園（竹内真弓園長）は11月17日、勤労感
謝の日にちなんで斗賀町長にプレゼントを贈りました。
　役場本庁舎を訪れた同園の年長園児11人は「いつも町
のために仕事をしてくれてありがとう。これからも仕事
を頑張って」と元気に手紙を読み上げ、クレヨンで描い
たイラスト入りのカレンダーを手渡しました。
　感謝の気持ちを受け取った斗賀町長は、笑顔で記念写
真に納まっていました。 感謝の気持ちを届けたハッピー保育園の園児たち

「むかしっこ」で心あったか
いきいき教室

　高齢者の生きがいづくりなどを目的に開設している
「いきいき教室」は11月17日、上北小学校で方言で語る昔
話「むかしっこ」を楽しむ会を開きました。
　この日は、同教室の学級生のほか、上北小と水喰小の
１、２年生も参加しました。
　語りべは、おいらせむかしっこの会の矢崎ゆりさんが
務め、紙芝居や紙人形を使って、地域に伝わる昔話２話
を披露しました。 語りべを務めた矢崎ゆりさん

踊りや歌など多彩な演目楽しむ
町老人芸能まつり

　町老人クラブ連合会（松山定見会長）は11月18日、コ
ミュニティセンター未来館で、老人芸能まつりを開きま
した。
　まつりでは、町内の老人クラブの会員たちが、あでや
かな着物を身にまとってにぎやかな踊りを踊ったり、カ
ラオケで自慢ののどを披露したりしました。
　ステージで行われる多彩な演目を楽しんだ大勢の観衆
からは、惜しみない拍手が送られていました。 あでやかな着物で優雅な踊り

300人余りの選手たちが熱戦
町長杯争奪上十三小中学校選抜卓球選手権大会

　第33回東北町長杯争奪上十三小中学校選抜卓球選手権
大会が11月19日、トレーニングセンターで開かれました。
　大会では、小・中学生の男女に分かれて個人戦と団体
戦が行われ、出場した300人余りの選手たちが、激しラ
リーを繰り広げました。
　大会終了後には、全日本学生選手権大会男子シングル
ス４連覇を果たした、東北福祉大学男子卓球部の大倉峰
雄監督による卓球講習会が開かれました。 激しいラリーが展開された卓球大会
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レターケースを贈る小川原保育園の園児たち

いつも町内の見回りありがとう
小川原保育園が上北消防署にプレゼント

　小川原保育園（田高正子園長）は11月19日、上北消防
署を訪れ、勤労感謝のプレゼントを贈りました。
　この日は、同園の年長、年中園児11人が「いつも町内
の見回りをしてくれてありがとうございます」と述べて、
田中淳一署長に「おしごとごくろうさま」のメッセージ
が入った手作りのレターケースを手渡しました。
　続いて、園児たちは、救急車や消防車を見学させても
らい、消防署の仕事に理解を深めていました。

元気に餅つきをする児童たち

餅つきをして収穫に感謝
第一小学校収穫祭

　第一小学校（乙山和子校長）は11月19日、収穫祭を開
き、収穫に感謝しながら来年の豊作を願いました。
　収穫祭では、児童たちが秋に収穫をしたもち米を使っ
た餅つきが行われ、参加した全校児童と保護者ら約150人
が、「よいしょ」の掛け声に合わせて力いっぱいきねを振
るいました。
　つきたての餅は、あんこやきな粉、みたらしなどをつ
けて、参加者全員で味わいました。

打撃の指導方法を助言する斉藤春香さん

斉藤春香さんが全日本の指導法伝授
ソフトボール育成者指導講習会

　元ソフトボール日本代表選手で、監督として出場した
北京五輪では日本を金メダルに導いた斉藤春香さんが11
月19日、20日の両日、ふれあいドーム上北で、ソフト
ボールの指導者に練習方法を指導しました。
　これは、県ソフトボール協会の主催により実施したも
ので、参加した県内各学校のソフトボール部の監督や
コーチ約60人が、斉藤さんから守備やバッティングの指
導方法についてアドバイスを受けました。

ナガイモの新鮮さをリポートする香港の女性タレント

新鮮でおいしいナガイモPR
香港のテレビ局がＡコープとうほく店で取材

　香港のテレビ局の取材クルーが11月20日、Ａコープと
うほく店を訪れ、ナガイモの取材をしました。
　これは、日本の野菜や果物の安全・安心をPRする番
組の収録のために行われたもので、この日は香港の女性
タレント２人が店内で販売しているナガイモについてリ
ポートしたほか、町内の畑で収穫をしている風景や、飲
食店で創作料理を試食するシーンも撮影し、ナガイモの
新鮮さやおいしさを伝えていました。
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まちの話題
乙供房子さん厚生労働大臣表彰

全国社会福祉大会
　11月18日に東京都で開かれた全国社会福祉大会で、乙
供房子さん（乙供元町）が、民生委員・児童委員功労者
として厚生労働大臣表彰に輝きました。
　乙供さんは、昭和58年から現在までの28年余りにわ
たって民生委員・児童委員として活躍しており、その功
績が認められたものです。
　乙供さんは「苦い経験もありましたが、多くの人の支
えで続けることができました」と感謝を述べていました。 厚生労働大臣表彰に輝いた乙供房子さん（中）

大正天皇御駐輦跡記念碑を広く知って
町文化財保護審議会

　町文化財保護審議会（田中寿明会長）は11月21日、新
舘にある大正天皇御駐輦（ちゅうれん）跡記念碑のこと
を広く知ってもらうとともに、今後末永く保存されるこ
とを願って、文化財解説看板を設置しました。
　この碑は、明治41年に大正天皇が行啓の際に立ち寄ら
れたことを記念して建てられたもので、看板には碑に刻
まれた揮毫（きごう）の解説や、建立までの経緯が記載
されています。 看板が設置された大正天皇御駐輦跡記念碑

安全第一の除雪作業を誓う
除雪隊結団式

　町除雪隊結団式が11月24日、役場分庁舎車庫で開かれ、
除雪委託業者など約50人の出席者が、除雪期間中の無事
故を祈りました。
　式では、斗賀町長と除雪委託業者を代表した大吉運輸
の乙部吉廣さんが安全祈願をした後、斗賀町長が「安全
第一で作業をしてください」と激励しました。
　続いて、全員がジュースで乾杯し、安全な除雪作業を
誓い合っていました。 安全祈願をする乙部吉廣さん（中央）

上中祭の益金22,840円寄付
上北中学校が社会福祉協議会へ善意

　上北中学校（沼尾一秋校長）は11月25日、町社会福祉
協議会へ22,840円を寄付しました。
　寄付金は、10月の上中祭で実施した、喫茶の益金の一
部とチャリティーバザーの売上金全額です。
　町社会福祉協議会上北支所を訪れた、同校生徒会の蛯
名駿会長と若葉刊行委員会の楢舘梨乃委員長は「地域福
祉のために役立ててください」と述べて寄付金を手渡し
ました。 上中祭の益金を寄付しました
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ごみを拾いながらポイ捨て禁止を呼び掛けました

ごみ拾い集めポイ捨て禁止PR
東北建設㈱清掃奉仕活動

　東北建設㈱（蛯沢はつ代表取締役）は11月26日、従業
員16人の参加により、町内のごみ拾いを行いました。
　この活動は、地域の環境保全に一役買おうと５年前か
ら実施しているものです。
　参加者は、役場分庁舎や蛯沢小学校などを通る約５㌔
の道路を２時間半ほどかけて歩き、空き缶や紙くずなど
を拾い集めながら、町民にごみのポイ捨てをやめるよう
呼び掛けました。

実践発表をする小川原小学校のＰＴＡ代表

学校、家庭、地域の連携役に
上北郡連合ＰＴＡ研究大会

　第50回上北郡連合ＰＴＡ研究大会東北町大会が11月27
日、町民体育館で開かれ、約400人の出席者がＰＴＡ活動
のあり方について学びました。
　大会では、蛯沢小学校と小川原小学校のＰＴＡ代表が
活動内容を発表し、学校、家庭、地域の連携役となって
子供たちを支えるＰＴＡの重要性を訴えました。
　続いて、日本テレビ「ＮＥＷＳ　ＺＥＺＯ」のメーン
キャスター村尾信尚さんの講演会が開かれました。

選手たちが親睦を深めたバレーボール大会

男子Ｍ＆Ｔ、女子チーム805が栄冠
Ｂ＆Ｇ杯バレーボール大会

　第６回Ｂ＆Ｇ杯バレーボール大会が11月27日、トレー
ニングセンターで開かれました。
　大会には、男子の部に４チーム、女子の部に５チーム
が出場。選手たちは優勝を目指してプレーし、親睦を深
めました。
　上位の結果は次のとおりです。■男子の部①Ｍ＆Ｔ②
飲駄暮③4492ＪＡＰＡＮ　■女子の部①チーム805②熟女
時代③カロリーＯＦＦ

高齢者世帯などを訪問して安全点検

漏電箇所や非常口をチェック
ひのもとのまなかパトロールの会

　自主防犯組織ひのもとのまなかパトロールの会（大久
保武憲会長）は12月６日、東北電力や七戸警察署の皆さ
んらと協力して、旧千曳駐在所管内の高齢者世帯などの
安全チェックを行いました。
　これは、高齢者の皆さんが安心して新年を迎えられる
よう毎年実施しているもので、この日は参加した12人が、
各世帯の漏電箇所や非常口の点検をしながら、火の取り
扱いや雪道の歩行に気をつけるよう呼び掛けました。



10

まちの話題
放送内容について意見交わす

東北町テレビ放送番組審議会
　第２回東北町テレビ放送番組審議会が12月７日、役場
本庁舎で開かれ、同審議会の委員８人が、放送開始から
半年を迎えた東北町テレビの今後の方向性などについて
意見を交わしました。
　会議では、今後の番組内容やガイドラインなどについ
て審議が行われ、委員からは「子供向けの番組を制作し
てみては」とか「議会の録画放送を検討してほしい」など、
多数の要望が出されました。 東北町テレビの内容について意見が出されました

東北町の皆さん再見（さようなら）
中国農業実習生送別会

　ゆうき青森農協（大関政敏組合長）は12月８日、同農
協本所で中国農業実習生送別会を開き、出席した受け入
れ農家ら関係者が、約９カ月間の農業実習を終えた24人
の実習生の労をねぎらいました。
　送別会では、実習生を代表して涂秋蘭（と・しゅうら
ん）さんが「東北町で学んだ農業技術を生かし、日本や
中国の役に立つ仕事をしたいです」と、滑らかな日本語
でお礼の言葉を述べました。 お礼の言葉を述べる涂秋蘭さん

全国大会３位、県大会２連覇
東北卓心会の沼村斉弥君入賞報告

　上北小学校６年生で、東北卓心会スポーツ少年団に所
属している沼村斉弥君が12月９日、役場本庁舎を訪れ、
卓球大会の入賞報告をしました。
　沼村君は、11月中旬に石川県で行われた全日本卓球選
手権大会で、青森山田中の選手とペアを組んでカデット
男子ダブルスの部に出場し３位に入賞したほか、11月下
旬に青森市で行われたＮＨＫ杯争奪県卓球選手権大会の
小学生男子シングルスの部で２連覇を果たしました。 入賞報告をした沼村斉弥君（左から２人目）

日頃の稽古の成果競う
上十三地区学童柔道大会

　第18回上十三地区学童柔道大会が12月11日、上北中学
校誠心館で行われ、参加した小学生以下の子供たち約140
人が、日頃の稽古の成果を競いました。
　町内からは、東北町柔道少年団と同上北分団の２団体
のメンバーが出場。豪快な投げ技も飛び出すなど、大人
顔負けの気迫あふれる勝負を繰り広げました。
　また、会場には保護者らが大勢応援に駆けつけ、大き
な声援で子供たちの熱戦を後押ししていました。 豪快な投げ技も飛び出した柔道大会
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毎日歯みがき頑張ります。

長な
が

久く

保ぼ

　
佑ゆ

夕づ

貴き
　

く
ん 毎日歯みがき頑張ります。

工く

　
藤ど
う

　
有り

　
桜お
　

ち
ゃ
ん

毎日お兄ちゃんと一緒に歯
みがきを頑張っています。

山や
ま

　
田だ

　
怜れ

　
奈な
　

ち
ゃ
ん

毎日歯みがき頑張ります。

蛯え
び

　
沢さ
わ

　
　
　
夢ゆ
め

　

ち
ゃ
ん

おやつの後もきちんと歯み
がきができてすごいです。

沼ぬ
ま

　
辺べ

　
琉る

　
空あ
　

ち
ゃ
ん

仕上げみがきも頑張ります。

沼ぬ
ま

　
山や
ま

　
莉り

　
緒お
　

ち
ゃ
ん

　11月14日の３歳児健診
で、むし歯のなかった子８
人を紹介します。

むし歯の
ない子

妹とママと３人でしっか
り歯みがきしています。

蛯え
び

　
名な

　
美み

　
羽う

　
ち
ゃ
ん

毎日お姉ちゃんと歯みが
きしています。

奥お
く

　
苑ぞ
の

　
倖ゆ
き

　
菜な

　
ち
ゃ
ん

↓
男
子
優
勝
、
全
日
本

↓
女
子
優
勝
、
南
町

男子９チーム、女子６チームが熱戦 ナイターバレーボール大会

　第６回町ナイターバレーボール大会がこのほ
ど、町民体育館で開催されました。
　大会には男子９チーム、女子６チームが参加
し、熱戦を繰り広げました。

　上位の結果は次のとおりです。■男子①全日
本②味処たなか③上北ホームガス　■女子①南
町②チーム小川原③ピンクパンサー
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事 業 名 対　　象　　者 実 施 日 受付時間 実施場所

乳児健診
３
～
４
カ
月

・３～４カ月児（小児科診察・ＢＣＧ）
　（平成23年８月30日～
　　　　平成23年９月27日生まれ）
＊対象者には個別通知します

１月16日（月）

12：45 ～
　13：00

七 戸 病 院 健 康
管 理 セ ン タ ー

（小児科診察、ＢＣＧ
と股関節脱臼検査の
日程が別日になりま
す）

・３～４カ月児（小児科診察・ＢＣＧ）
　（平成23年９月28日～
　　　　平成23年10月10日生まれ）
＊対象者には個別通知します

１月30日（月）

・股関節脱臼検査
　（平成23年８月30日～
　　　　平成23年10月10日生まれ）
＊対象者には個別通知します

１月24日（火） 12：00 ～
　12：15

幼児健診

・６カ月児健診
　（平成23年７月、８月生まれ） ２月10日（金） ９：30 ～

　９：45
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・１歳児健診
　（平成23年１月、２月生まれ） ２月10日（金） 12：45 ～

　13：00
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・１歳６カ月児健診
　（平成22年５月、６月生まれ） １月16日（月） 12：45 ～

　13：00
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・２歳６カ月児健診
　（平成21年５月、６月生まれ） １月25日（水） 12：45 ～

　13：00
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・３歳児健診
　（平成20年６月、７月生まれ） １月23日（月） 12：30 ～

　12：45
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ほがらか
教室

・40歳以上で自分または家族の協力で会場
まで来られる方

・初めて参加する方は保健師までご連絡くだ
さい。

１月11日（水）
１月24日（火）

９：30 ～
　12：00

上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

１月13日（金）
１月27日（金）

９：30 ～
　12：00

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ポテトクラブ
（精神障害
　者の集い）

・心の病気を治療中で社会復帰を目指してい 
る方および家族の方

　（初めて参加する方は申請書等の提出が必
要ですので保健師まで連絡ください。）

１月18日（水） 10：00 ～
　12：00

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

つつじ作業所 毎週
月、水、木、金

10：00 ～
　15：00 中 央 公 民 館

所内健康相談 ・町民
毎週水曜日

９：00 ～
　15：00

上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

毎週
火、木曜日

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

乳幼児健診、予防接種などを受ける際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。

調理実習
　鉄分や葉酸たっぷり、塩分控えめのメ
ニューの調理に挑戦しました。

　上記の体験以外にも、実際に赤ちゃんの心臓
の音を聞いたりして、おなかの中の赤ちゃんの
様子を学習しました。

　このマタニティセミナーに参加した、未来の
イクメンたちからは「少しでも自分でできるこ
とをして妊婦を助けてあげたい」「積極的に育
児を手伝おうと思う」「愛情を忘れずにいたい」
など、とても頼もしい感想が出されていました。

　次回のマタニティセミナーは、２月に開催予
定です。
　参加者同士の交流
や、夫婦で妊娠、出
産、育児を考える機
会にもなるので、ぜ
ひ参加してみてくだ
さい。
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こんにちは保健師です
町保健衛生課

冨　田　真　弓

赤ちゃんのお風呂体験
　お湯の温度や体を洗う順番など、沐浴人
形を使って実際に体験しながら、赤ちゃん
の入浴方法を学習しました。

未来のイクメンたちの感想
■子供が生まれたら、お風呂は私が担当
します！
■赤ちゃんの気持ちになって、丁寧に思
いを込めて体を洗ってあげようと思い
ました。
■今日の体験から、子供が生まれても安
全にお風呂に入れることができそうです。

未来のイクメンたちの感想
■とにかく動きづらかったです。
■妊婦の大変さが分かりました。
■自分が手伝えることはやろうと思いまし
た。

■出産や育児は夫婦で頑張ることだと、と
ても強く感じました。

妊婦体験（シミュレーター）
　約10㌔の妊婦シミュレーターを装着し、階段を上ったり、靴下を履いてみたりして、妊婦
はどんな姿勢がつらいのか体験しました。

イクメン（育Men）集まれ！
　「イクメン」という言葉を聞いたことがあり
ますか？
　イクメンとは、子育てを楽しみながら自分自
身も成長する男性のこと。イクメンが多くなれ
ば、女性の生き方、子供たちの可能性、家族の
あり方が大きく変わっていくという取り組みです。
　東北町でも、ここ数年間で、乳幼児健診や予
防接種などで子供に付き添ってくるお父さんが
増えてきました。
　共働きの夫婦も増えてきたこともあります
が、育児にもっと関わりたいという男性も多く
なってきていることを感じています。
　さて、今回は 12 月 11 日に開催した「マタニ
ティセミナー」の内容や、参加した未来のイク
メンたちの感想を紹介します。
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申告相談を行います
■申告相談の注意事項
　○必要な書類は事前に整理しておき、内容を分かる方がお越しください。
　○都合により申告できない方は、日程表を確認し、３月12日から３月15日までの間に申告して

ください。ただし、例年大変混み合いますので、できるだけ指定日に申告してください。

■注意
　○収入のなかった方や非課税の年金（障害者年金、遺族年金など）を受給している方は申告が

必要です。
　○国民健康保険税や国民年金保険料などの社会保険料控除、扶養控除、医療費控除など、各種

所得控除を受けようとする方は、申告が必要です。
　○申告をしていないと、所得・課税証明書の交付や、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

の軽減措置が受けられない場合があります。

■待ち時間の短縮にご協力を
　○申告に来る前に、伝票や領収書などの仕分け、集計を済ませておきましょう。
　○医療費の明細書や事業の収支内訳書を作成していない場合は、申告会場で仕分け、集計をし

ていただきますので、ご注意ください。

【問】役場 税務課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

e-Tax（パソコン申告）体験会を開催します
　十和田税務署では、e-Tax（パソコン申告）体験会を開催します。
　税務署が混雑する前に確定申告を済ませることができるので、次の書類を持参してお越し
ください。
　また、電子証明書（住基カード）を事前に取得することにより、最大4,000円の税額控除を
受けることができますので、役場町民課の窓口で取得してください。
　なお、出席希望者は事前予約が必要です。
■日時　２月２日㊍　午後１時30分
■場所　東北町ＩＴサポートセンター（町民文化センター２階）
■持参するもの
　○電子証明書が付された住基カード
　○平成23年分の給与や公的年金などの源泉徴収票。それ以外の収入がある場合は収入金額

が分かる書類
　○国保税や介護保険料など社会保険料控除の金額（平成23年中の掛け金額）が分かる書類
　○生命保険料控除証明書や医療費の領収書など所得控除額が分かる書類
　○金融機関の口座番号が分かるもの

【問】十和田税務署個人課税第一部門　℡0176-23-3153（音声案内で２を選択）
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所得税、住民税の
■申告相談日

上北地区 ２月８日㊌～２月22日㊌

東北地区 ２月24日㊎～３月９日㊎
例年と申告相談日が変更になっています。16、17ページをご確認ください。

■申告に必要なもの
印　　　　鑑 所得税に振替納税を希望する場合は、通帳に使用している印鑑

源 泉 徴 収 票 給与収入、年金収入がある方

事 業 収 入
内 訳 書

事業収入（農業、漁業、酪農、小売業、飲食業、理美容業、不動産など）の
ある方は、収入金や必要経費が分かる書類を科目ごとに仕分けし、内訳書を
作成してください。（内訳書は、役場本庁舎分室または分庁舎税務課にありま
す。）

保 険 料 控 除
証 明 書 生命保険料（一般用、個人年金用）、地震（旧長期損害）保険料の控除証明書

国 民 年 金
保険料領収書

国民年金保険料を納付した方は、日本年金機構発行の控除証明書または領収
書（平成23年１月１日から12月31日までに支払った分。領収書の場合、一括
納付以外は平成21年度と22年度にまたがっていますので、両方必要です。）

医療費明細書
医療費控除を受ける方は、領収書と明細書（領収書を個人別、病院別に仕分
けし、明細書を作成してください。明細書は、役場本庁舎分室または分庁舎
税務課にあります。）

確 定 申 告 書 税務署から送付された方のみ

預 金 通 帳 還付を受ける方で振替納税を希望する方

■申告をしなくてもいい方
　○給与所得だけの方で、年末調整が終わっている方およびその扶養になっていて収入のない方
　○税務署、税理士、青色申告、インターネットなどで申告している方
　○公的年金収入だけの方で、65歳以上の方は年金収入148万円以下、65歳未満の方は年金収入98

万円以下の方（住民税が課税されません。）
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申告相談日程表（上北地区）
■会場
　○２月８日～２月22日：東北町役場本庁舎　３階大会議室
　○３月12日～３月15日：コミュ二ティセンター未来館

■時間
　○午前：８時45分～正午
　○午後：１時～４時

月　日 曜日
午　　　　前 午　　　　後

地　区　名 （世帯番号） 地　区　名 （世帯番号）

２月８日 水
豊田、栄沼
花向町

新　　　町 （22-1～200）

２月９日 木 新　　　町 （22-201～） 本　　　町 （23-1～）

２月10日 金 栄　　　町（下）（29-1～） 栄　　　町（上）（30-1～）

２月13日 月 南　　　町 （24-1～） 旭　　　町（下）（26-1～250）

２月14日 火
旭　　　町（上）
旭　　　町（下）（26-251～）

上　　　野（上）（20-1～）

２月15日 水 上　　　野（下）（19-1～） 上　　　野（南）（18-1～）

２月16日 木 沼崎本村、向山 新　　　山 （11-1～）

２月17日 金 新舘、赤平、八幡
中岫平、才市田、
戸館

２月20日 月
大洞、境ノ沢
小川原（北）

小　川　原（南）

２月21日 火 大　　　浦 （5-1～） 徳　万　才 （6-1～）

２月22日 水 菩　提　寺 虫　　　神

３月12日 月 ■指定日に申告できなかった方
　（例年大変混み合いますので、できるだけ指定日に申告してください）

■会場　東北地区コミュニティセンター未来館

３月13日 火

３月14日 水

３月15日 木

○受付日時の指定をしていますが、当日の混み具合に応じて、再度のご来庁をお願いする場合があり
ますので、その際はご了承ください。
○平成17年３月31日以降に転入、転居、世帯分離した方は、表中の世帯番号は気にせず、該当する地
区名の相談日（該当する地区が数日にまたがっている場合はそのいずれかの日）にご来庁ください。
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申告相談日程表（東北地区）
■会場　コミュニティセンター未来館
　　　　２階集会室

■時間
　○午前：８時45分～正午
　○午後：１時～４時

月　日 曜日 地　　区　　名

２月24日 金
宇道坂、添ノ沢、石坂、湯沢、上清水目、下清水目、上板橋
北栄、林口、長者久保、豊ケ丘、下板橋、南平、夫雑原

２月27日 月
千曳、石文、大平、トキワ、向平
横沢、淋代、数牛、豊畑、豊瀬

２月28日 火
水喰、豊前、中村、浜台
細津、萠出、切左坂、野田頭、五十嵐、大池、美須々、柵

２月29日 水
長久保、狼ノ沢、土橋
甲地、御料、漆玉

３月１日 木
滝沢、旭、豊栄、田ノ沢、郡山
巴蘭、徳万舘、蒼前

３月２日 金
鶴ケ崎、舟ケ沢、蓼内
乙部、枋木、輝ケ丘、寒水

３月５日 月
内蛯沢
外蛯沢

３月６日 火
保戸沢
上畑、大旗屋、向旗屋、大向旗屋、塔ノ沢、千代畑

３月７日 水
坂下町、明美、緑町、松風荘
乙供元町、馬込、朝日団地

３月８日 木
乙供新町、桜木町、表町
乙供栄町、舘花、みどりケ丘団地

３月９日 金 乙供本町、公園団地、空自団地

３月12日 月 ■指定日に申告できなかった方
　（例年大変混み合いますので、できるだけ指定日に申告してください）

■会場　東北地区コミュニティセンター未来館

３月13日 火

３月14日 水

３月15日 木

○受付日時の指定をしていますが、当日の混み具合に応じて、再度のご来庁をお願いする場合があり
ますので、その際はご了承ください。
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水道検針員を募集します

保育園、保育所の入所申込みは忘れずに

■募 集 人 員　若干名
■対 象 者　東北地区在住で65歳未満の方
■業 務 内 容　東北地区の各家庭および事業所の水道メーターの指針を検針し、伝票を配布
■検 針 期 間　毎月１日～10日
■業務開始日　４月１日
■検 針 件 数　約1,000件
■報 酬 単 価

月 外蛯沢簡易水道地区 その他の地区
４月～11月 60円  80円
11月～３月 80円 100円

■申 込 方 法　 ２月29日㊌までに、履歴書と写真（３カ月以内に撮影したもの）を、役場水
道課へ提出してください。
【問】役場 水道課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

　地域の未来づくりにも役立てられる「経済の国勢調査」です。
　全ての企業、事業所が調査の対象です。
　調査表は、１月末日までにお届けしますので、２月１日以降に提
出をお願いします。

【問】役場 企画課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

詳細については、広報とうほく12月号の15ページをご覧ください。

【問】役場 福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

申込
締切

申込
場所1月31日㊋ ○各保育園、保育所

○�役場福祉課（本庁舎、分庁舎ど
ちらでも可）

２月１日
現在
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公立七戸病院の職員を募集します
■随時採用

職　種 人数 応募要件など
看　護　師 １人 看護師資格のある方。随時面接し決定します。

看 護 助 手 ３人 入院患者の入浴、食事、排泄などの介助業務。週５日勤務で１日
６時間のパート採用。時給800円。随時面接し決定します。

■平成24年４月１日採用（申込締切＝１月31日㊋）
職　種 人数 応募要件など

看　護　師 ２人 看護師資格のある方または平成24年３月末までに資格取得見込みの方。

管理栄養士 １人 昭和51年４月２日以降に生まれた方で、管理栄養士の資格のある
方または３月末までに資格取得見込みの方。

■提出するもの
　○看護師と管理栄養士は、履歴書、資格免許の写し
　○看護助手は、履歴書、ヘルパーなどの資格がある場合はその写し
■採用
　○看護師と管理栄養士は、３カ月間の臨時採用後、本採用

【問】公立七戸病院　℡0176-62-2105

■種目、参加資格
種　目 人　　数 参　加　資　格
一般男子 ○選手８人 　町民または町内に勤務する高校生以上の方で、町内会、

分館、同一職場、友人単位一般女子 ○交代選手２人
中 学 生 ○選手男女各４人 　町内会、分館、部活動、スポーツ少年団、子ども会単位

（保護者の同意が必要）小 学 生 ○交代選手男女各２人
■競技方法　○種目別リーグ戦
　　　　　　　（参加チーム数により変更あり）
　　　　　　○試合時間は30秒
　　　　　　○３本引きの２本先取
■申込締切　２月３日㊎
【問】町教育委員会スポーツ振興課
　　　℡0175-63-3500　FAX0175-63-4477

町民綱引き
競技大会
参加チーム募集中



20

無料パソコン講習会を開催します
■場　所　町民文化センター�２階�視聴覚室
■申込み　電話またはメールによりお申し込みください。定員10人で締め切ります。
■日時・内容

講座名 日　　　　　時 内　　　　　容

ラ ベ ル
作 成 講 座

１月11日㊌
午後１時30分～午後３時30分

オリジナルのラベルを作成してみよう。
１月25日㊌
午後１時30分～午後３時30分

農 業 者 向 け
パ ソ コ ン
入 門 講 座

１月13日㊎
午後１時30分～午後３時30分

パソコンの基礎操作を学び、申告用の資
料を作成してみよう。

ワ  ー  ド
初 級 講 座

１月18日㊌～19日㊍
午後１時30分～午後３時30分

ワードの基本的な操作方法を学び、案内
文を作ってみよう。

パ ワ ー
ポイント講座

１月23日㊊
午後１時30分～午後３時30分

パワーポイントの楽しい機能や便利な使
い方を体験しよう。

ブ ロ グ 作 成
講 座

１月26日㊍～１月27日㊎
午後１時30分～午後３時30分 アメーバブログを体験してみよう。

イ ン タ ー
ネ  ッ  ト
検 索 講 座

２月３日㊎
午後１時30分～午後３時30分 もうすぐバレンタインデー。インター

ネットでいろいろ検索してみよう。２月10日㊎
午後１時30分～午後３時30分

エ ク セ ル
初 級 講 座

２月８日㊌～９日㊍
午後１時30分～午後３時30分

エクセル（表計算ソフト）の基本操作を
学びましょう。

動 　 　 画
編 集 講 座

２月22日㊌～23日㊍
午後１時30分～午後３時30分 撮影した動画を編集してみよう。

メ ー ル 講 座 ２月24日㊎
午後１時30分～午後３時30分 メールの基本を学びましょう。

■開設時間　午前９時～午後５時　　　■休館日　火・土・日曜日、祝日
【問】東北町ＩＴサポートセンター　℡0176-58-1090
　　　○メールアドレス　tohoku-support@mcs-kk.co.jp
　　　○ホームページ　　http://tohoku.aomori-support.com/

東北町ＩＴサポートセンター通信
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社会保険庁をかたる
不審電話にご注意
　県内において昨年11月、３
件の不審電話について通報が
ありました。
　不審電話はいずれも年金受
給者にかかってきたもので、
社会保険庁または年金課と名
乗る者から、医療補助の支払
いについて払い戻しがあるの
で手続きを行わせるという内
容でした。
　被害があったとの報告はあ
りませんが、銀行名や支店名、
キャッシュカードなどの情報
や住所、生年月日などを聞か
れたとのことです。
　日本年金機構では、医療補
助の払い戻しや電話で銀行な
どの情報をお聞きすることは
一切ありませんのでご注意く
ださい。

国民年金保険料を
納めましょう

　国民年金保険料の納め忘れ
はありませんか。
　保険料を納めないままにし
ておくと、将来の老齢基礎年
金や障害・遺族など事故が発
生した場合の年金が受けられ
ないことがあります。
　平成23年度の保険料額は、
１カ月15,020円です。
　納めた保険料は、全額が社
会保険料控除の対象となり、
税金の負担が軽減されます。
　まだ納付が済んでいない方

は、納付書を用意し、お近く
の金融機関や郵便局、コンビ
ニで納付してください。
　また、納め忘れがなく納付
の手間がかからない、口座振
替やクレジットカードによる
納付もできます。

保険料の納付は
便利でお得な口座振替で
　国民年金保険料の納付は、
口座振替を利用できます。
　口座振替は、保険料が自動
的に引き落とされるので金融
機関などに行く手間が省ける
上、納め忘れもなくとても便
利です。
　また、口座振替には、当月
分保険料を当月末に引き落と
すことにより、月々50円割引
される早割り制度や、現金納
付よりも割引額が多い前納制
度もあり、大変お得です。
　口座振替を希望する方は、
納付書または年金手帳、通帳、
金融機関届出印を持参し、金
融機関または年金事務所へ申
し出てください。

【問】青森年金事務所
　℡017-734-7498

☆ハガキに住所・氏名・年齢・
電話番号と答えを書いて送って
ください。応募の際、広報など
についてのご意見もお待ちして
おります。
☆応募先－〒039－2492
　東北町上北南四丁目32－484
　役場企画課「クイズに挑戦」係
☆応募締切－１月18日㊌

　民生委員・児童委員功労
者として厚生労働大臣表彰に輝
いた人は？ （ヒントＰ８）

　２月１日現在で実施さ
れ「経済の国勢調査」とも呼ば
れる統計調査の名称は？
 （ヒントＰ18）

　小川原湖交流センター
「宝湖館」で作ることができる、
裂けるチーズの名前は？
 （ヒントＰ28）
12月号の答え
①乙部ナガイモ部会１
②新山半十郎さん
③極上

12月号当選者
○竹内　鮎美さん
○中嶋　菊乃さん
○松山　愛子さん
○中嶋　桂伍さん
○丹呉　優希さん

今月の相談日は

時　間：午前９時30分
　　　　～午前11時30分
場　所：町保健福祉センター
　　　　相談室
問合せ：町社会福祉協議会
　　　　℡0175-63-2717

東北町心配ごと相談所

１月18日（水）
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公立七戸病院
眼科外来１月27日休診
　公立七戸病院の眼科外来は、
１月27日㊎休診します。
　なお、土、日曜日、祭日は、
交代医師１人で救急外来対応
していますが、事前に病状を
把握したり病状などについて
看護師に助言を受けたりする
こともできますので、できる
だけ電話連絡をしてから受診
してください。
【問】公立七戸病院
　℡0176-62-2105

合併処理浄化槽補助金は
予定額に達しました

　合併処理浄化槽の設置費用
に補助金を交付していました
が、平成23年度分は予定基数、
予定金額に達しました。
【問】役場�下水道課
　℡0175-63-4037

産業別最低賃金が
改正されました

　県特定（産業別）最低賃金
が、12月21日に改正されまし
た。
　改正後の賃金（時間額）は
次のとおりです。
■鉄鋼業　770円
■電子部品、デバイス、電子
回路、電気機械器具、情報通
信機械器具製造業　705円
■各種商品小売業　698円
■自動車小売業　736円
【問】青森労働局労働基準部
賃金室　℡017-734-4114

スノートレッキングと
野外料理作りに挑戦
　公立小川原湖青年の家では、
スノートレッキングや野外で
の料理作りをする、真冬の野
外体験を実施します。
■日時　２月11日㊏～12日㊐

（１泊２日）　○受付＝11日
午前10時　○解散＝12日午後
１時15分
■場所　小川原湖青年の家、
東八甲田家族旅行村
■参加要件　中学生以上（高
校生まで保護者同伴）
■参加費　3,500円（スノー
シューを持参の方は3,000円）
■申込締切　２月３日㊎
【問】公立小川原湖青年の家
　℡0176-56-2393

渡り鳥などへの餌付けの
自粛にご協力を

　渡り鳥の餌付けは、鳥イン
フルエンザなどの問題により
全国的に自粛していますので、
当町でも自粛しています。
　白鳥などの渡り鳥には、み
だりに餌を与えないようご協
力をお願いします。
【問】役場�商工観光課
　℡0176-56-4148

65歳以上の方で障害者控除を
受けられる場合があります

　所得税や住民税の申告では、身体障害者手帳や愛護手帳を提示することで障害者控除を受
けられますが、それ以外でも、65歳以上の方で障害者控除を受けられる場合があります。
　申告で使用する「障害者控除対象者認定書」を交付しますので、対象者は申請してください。
　なお、本人または扶養者に、納付する所得税または課税される町県民税がない場合は必要
ありません。
■対象者（以下の全てを満たす方）
　○65歳以上の方　　　○障害者手帳などの交付を受けていない方
　○介護保険の要介護１以上の方（日常生活自立度により非該当の場合があります）または

寝たきりの方
■持参するもの
　○申請者の印鑑　　○対象者の介護保険被保険者証
■申請場所
　役場 福祉課 介護保険係（本庁舎、分庁舎どちらでも可）

【問】役場 福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111
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ＴＰＰを考える
講演会を開催します
　県では、農業関係者に大き
な影響を及ぼすと考えられる
ＴＰＰについての講演会を開
催します。
■日時　１月13日㊎　午後１
時30分～午後４時
■場所　十和田市民文化セン
ター�視聴覚ホール
■内容　○演題＝ＴＰＰが地
域農業に与える影響　○講師
＝村田泰夫氏（明治大学客員
教授、元朝日新聞論説委員）
■申込方法　下記へ電話して
ください。
【問】上北地域県民局地域農
林水産部　℡0176-23-4281

歩行型除雪機の
事故を防ごう

　歩行型除雪機による事故が
多発していますので、正しく
安全に使用しましょう。
■人がいる時は使わない　除
雪作業中は周りに人を近づけ
ないでください。
■雪かき棒を使って　雪詰ま
りを取り除く時はエンジンを
止めて雪かき棒を使いましょう。
■エンジンを掛けたまま離れ
ない　作業の時以外は必ずエ
ンジンを止めましょう。
■後方に注意　後進するとき
は障害物に気をつけましょう。
【問】（社）日本農業機械工
業会　℡03-3433-0415

平成24年度指名願いの
受付を開始します

　町内の建設業およびコンサ
ル関連業者を対象とした、平
成24年度入札参加資格審査申
請書（指名願い）の受付を開
始します。
　なお、町内の物品業者およ
び町外の業者については、昨
年提出した書類の有効期限が
あと１年ありますので、提出
の必要はありません。
■受付期間　２月１日㊌～２
月29日㊌
■受付時間　午前９時～正午、
午後１時～午後４時
■提出場所　役場本庁舎２階
財政課工事検査室
■提出資格　町内に本社およ
び支店などがある建設業者お
よびコンサル関連業者
【問】役場�財政課�工事検査
室　℡0176-56-4068

相続登記の相談を
無料で受け付けます
　県司法書士会では、相続登
記に関する無料相談会を実施
します。
■期間　２月１日㊌～28日㊋
（土、日、祝日は除く）
■場所　県内の各司法書士事
務所
【問】県司法書士会
　　　℡017-776-8398

法務局休日
無料相談所を開設します
　登記、土地の境界、相続、
遺言、セクハラ、子供のいじ
めや虐待など、困っている問
題があれば相談ください。

■日時　２月12日㊐　午前10
時～午後４時
■場所　青森地方法務局十和
田支局（十和田奥入瀬合同庁
舎５階）
■担当者　○法務局職員　○
人権擁護委員　○公証人　○
司法書士　○土地家屋調査士
【問】青森地方法務局十和田
支局　℡0176-23-2571

独身男女ふれあい交流会
を開催します

　町農業後継者結婚相談所で
は、農業の担い手を目指す青
年との出会いや交流の場を提
供し、地域農業の活性化を図
るため、ふれあい交流会を開
催します。
■期日　１月29日㊐
■内容、会場　○スポーツ交
流＝三沢ボウル（三沢市）　
○交流パーティー＝三沢市内
■募集要件　○おおむね22～
45歳の独身男女　○男性は町
内在住の農業後継者
■参加費　○男性＝1,000円
○女性＝無料
■申込締切　１月20日㊎
【問】町農業後継者結婚相談
所事務局（町農業委員会事務
局内）　℡0176-56-3111また
は℡0175-63-2111

今月の

と　き：１月21日(土)

　　　　　　午後２時～

ところ：町立図書館

　　　　乙供分室

　　　　（中央公民館内）

問合せ：町立図書館

　　　　℡0176-56-2261

おはなし会
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年金所得者のための
e-Tax体験会開催
　十和田税務署では、年金所
得者のためのe-Tax（パソコ
ン申告）体験会を開催します。
　e-Taxの利便性が体験でき
るとともに、税務署が混雑す
る前に確定申告を済ませるこ
とができます。
■日時　２月１日㊌～10日㊎
午前９時30分～午後４時（土、
日曜日を除く）
■場所　十和田税務署（十和
田奥入瀬合同庁舎１階）
■持参するもの　○平成23年
分の給与や公的年金などの源
泉徴収票。それ以外の収入が
ある場合は収入金額が分かる
書類　○国保税や介護保険料
など社会保険料控除の金額
（平成23年中の掛け金額）が
分かる書類　○生命保険料控
除証明書や医療費の領収書な
ど所得控除額が分かる書類　
○金融機関の口座番号が分か
るもの
【問】十和田税務署個人課
税第一部門　℡0176-23-3151
（音声案内で２を選択）

不動産取得税は
期限内の納付を

　不動産取得税とは、家屋を
新築または増改築したときや、
土地や家屋を売買、贈与など
で取得したときに一度だけ課
税される県の税金です。

　取得した方に納税通知書が
送付されますので、期限内に
納付してください。
■軽減制度を受けられること
があります　①土地を取得し
て住宅を新築したり、建売住
宅とその敷地を購入したりし
た場合　②自己居住用中古住
宅を取得した場合　③公共事
業のために不動産を譲り渡し、
それに代わる不動産を一定期
間内に取得した場合
■コンビニで納付できます　
不動産取得税がコンビニで納
付できます。
【問】上北地域県民局県税部�
課税課　℡0176-22-8111

国有林モニターを
募集します

　東北森林管理局では、国有
林モニターを募集します。
■応募締切　１月31日㊋
■任期　平成24年４月～平成
26年３月（２年間）
■活動内容　○アンケートの
回答　○現地見学会　○モニ
ター会議出席
【問】東北森林管理局
　℡018-836-2274

放送大学４月生募集中
　放送大学では、平成24年度
１学期（４月入学）の学生を
募集しています。
　放送大学は、テレビなどの
放送を利用して授業を行う通
信制の大学です。

　働きながら学んで大学を卒
業したい、学びを楽しみたい
など、さまざまな目的で幅広
い世代や職業の方が学んでい
ます。
　なお、心理学、福祉、経済、
歴史、文学、自然科学など、
幅広い分野を学ぶことができ
ます。
■出願締切　２月29日㊌
【問】放送大学青森学習セン
ター　℡0172-38-0500

～人権、行政相談～
町外の会場も利用できますの
で、お気軽にご相談ください。

○時間　午前10時～正午
○場所　コミュニティ
　　　　センター未来館

１月23日

○時間　午前10時～正午
○場所　東北町役場
　　　　本庁舎２階休養室

１月10日･２月６日

○時間　午前９時～正午
○場所　野辺地町
　　　　　　中央公民館

２月７日

○時間　午前９時～正午
○場所　七戸町役場本庁舎
　　　　および七戸庁舎

１月11日･２月８日

【問】役場�福祉課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111
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振り込め詐欺に
ご注意ください

　役場職員をかたり「医療費
の還付があるので、キャッ
シュカードを持って金融機関
のＡＴＭへ行ってください」
といった不審な電話が掛かっ
ているという情報が、県内の
市町村から寄せられました。
　役場では、医療費の還付な
どについては文書でお知らせ
しています。
　また、金融機関のＡＴＭに
行っていただくことは絶対に
ありませんので、ご注意くだ
さい。
【問】役場�商工観光課
　℡0176-56-4148

ぎんなん寮
新春セール開催

■日時　１月４日㊌～９日㊊
午前９時30分～午後５時30分
■場所　ぎんなん寮直売店ハ
ンズおよび大温室
■販売品　○各種鉢花　○洋
ラン　○観葉植物　○ハム、
ソーセージ
【問】公立ぎんなん寮
　℡0176-56-5121

嶋川徳志さん
４年連続ふるさと納税
　嶋川徳志さん（札幌市在
住）は11月21日、ふるさと納
税制度で町に20万円を寄付し
ました。
　嶋川さんは乙供本町生まれ
で、現在は札幌市内の㈱丸三
大信電気取締役社長として活
躍中です。
　なお、嶋川さんのふるさと
納税の寄付は、４年連続とな
りました。

髙橋あや子さん
10万円寄付

　玉勝温泉の髙橋あや子さん
は12月７日、学校教育に役立
ててくださいと町奨学基金に
５万円、また、地域福祉に役

立ててくださいと町社会福祉
協議会に５万円を寄付しまし
た。

町社会福祉協議会に
３件の寄付がありました
■シルバー陶芸クラブは11月
24日、地域福祉に役立ててく
ださいと、生き活き産業文化
まつりで実施したバザーの売
上金１万円を、町社会福祉協
議会に寄付しました。

■町公民館クラブ連絡協議会
（蛯名ツヨ子会長）は11月28日、
地域福祉に役立ててください
と、生き活き産業文化まつり
で実施した食堂の益金１万円
を、町社会福祉協議会に寄付
しました。

■町食生活改善推進員会（逓
駅和子会長）は12月８日、地
域福祉に役立ててくださいと、
生き活き産業文化まつりで実
施したすいとん販売の益金
4,052円を、町社会福祉協議
会に寄付しました。

大相撲節目の番付展
　歴史民俗資料館では、藤田友志氏が保有する大相撲の番付
表を紹介する「大相撲節目の番付展」を開催します。
　明治23年から現在までの多数のコレクションの中から、番
付表の記載方法や表示内容などの移り変わりが分かる数十枚
を展示しますので、ご来場ください。

■期　間　１月12日㊍～１月30日㊊
　　　　　（火曜日、祝日は休館日）
■時　間　午前９時～午後４時
■場　所　町歴史民俗資料館ロビー
■入館料　「大相撲節目の番付展」だけをご覧になる方は無料

【問】町歴史民俗資料館　℡0176-56-5598
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書　　名 著者名など 書　　名 著者名など

謎解きは
� ディナーのあとで〈２〉 東川　篤哉 からだにやさしく効く

� おクスリおやつ 荻田　尚子

RDG〈５〉レッドデータガール
� ―学園の一番長い日 荻原　規子 河北新報のいちばん長い日

� ―震災下の地元紙 河北新報社

草原の風〈中〉 宮城谷　昌光 ラクラク楽しい
� 家事の基本大事典

成美堂出版
　　　　編集部

星やどりの声 朝井　リョウ 基礎からはじめる
� かぎ針編みのすすめ 村林　和子

息のブランコ ヘルタ・ミュラー など55冊（11/18～12/19の新着案内本）

東北町立図書館から 新着図書 のお知らせ
□一般図書

□児童図書＆絵本

開館時間

休 館 日

書　　　　名 著者名など

こども大図鑑　人体 リチャード・ウォーカー

あやかしファンタジア 斉藤　洋

ゆきがふるよ、ムーミントロール トーベ＆ラルス・ヤンソン

など41冊（11/18～12/19の新着案内本）

◆東北町立図書館　午前９時15分～午後６時　[℡0176-56-2261]
◆東北町立図書館乙供分室（中央公民館図書室）
　月・水・金（午前10時～午後６時）　木・土・日（午前９時15分～午後５時）
　[℡0175-63-2741]

火曜日、祝祭日、蔵書点検、年末年始

薬
莢
を
揃
え
て
待
つ
は
鴨
の
声�

祥
　
子

晩
秋
や
当
り
障
り
の
無
き
運
勢�

テ
ル
女

夫
逝
き
て
言
ふ
言
葉
な
し
冬
の
月�

信
　
女

冬
近
し
山
に
寄
り
添
ふ
白
い
雲�

節
　
子

配
達
の
ラ
イ
ト
交
わ
る
今
朝
の
冬�

光
　
子

初
雪
の
一
夜
で
景
色
変
え
に
け
り�

チ
　
ヱ

初
冬
や
池
の
浮
葉
は
星
仰
ぐ�

附
田
　
チ
マ

時
雨
る
る
や
研
屋
ち
ょ
こ
ん
と
客
を
待
ち
　
山
田
　
悦
子

夕
刊
の
折
目
を
濡
ら
す
小
夜
時
雨�

久
保
田
征
子

旅
立
つ
日
予
報
は
ず
れ
の
時
雨
か
な�

伊
賀
　
敬
子

禁
酒
解
く
日
な
り
勤
労
感
謝
の
日�

日
野
口
　
晃
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平成23年11月届出分

■町の人口《11月分》

■町の交通事故《11月》

■町の火災《11月》

■救急車出動件数《11月》

〔　〕は、昨年同期との比較増減。

 ※（　）内は１月からの累計

　男…… 9,446人〔△104人〕

　女……10,161人〔△119人〕

　計……19,607人〔△223人〕

世帯数… 7,089戸〔    1戸〕

出　生	 …… 15人（ 120人）

死　亡	 …… 22人（ 245人）

転　入	 …… 35人（ 435人）

転　出	 …… 26人（ 521人）

（　）内は１月からの累計

人身事故……	2件（ 　67件）

負 傷 者……	5人（ 　81人）

死　　亡……	0人（　　2人）

（　）内は１月からの累計

建　　物……	0件（　　9件）

林　　野……	0件（　　0件）

車　　両……	0件（　　1件）

そ の 他……	0件（　　3件）

（　）内は１月からの累計

　　　　　　62件（　540件）

ニツ森　俊
しゅんの

乃介
すけ

（新　町・篤　実）
千　葉　颯

はや

　斗
と

（新　山・隆　博）
髙　松　楓

ふう

　華
か

（大　浦・一　樹）
浦　津　陽

ひ

　向
なた

（旭　町・龍　介）
山　田　昴

すば

　瑠
る

（旭　町・武　留）
佐々木　結

ゆう

　奈
な

（南　町・順　平）
中　野　里

りい

　咲
さ

（乙供元町・ 真 ）

蛯　名　文　雄　65（旭　町）
野　田　　勇　　77（南　町）
和　田　サ　ヨ　94（南　町）
大　池　政　清　84（大　浦）
浅　井　　勤　　75（南　町）
秋　山　て　る　95（本　町）
越　後　よしえ　82（馬　込）
神　尾　芳　春　82（寒　水）

　 大　坂　孝　規（新　山）
　 土　橋　唯　香（巴　蘭）
　 佐々木　和　也（新　町）
　 高　岡　亜紀子（横浜町）
　 濱　田　直　人（七戸町）
　 新　舘　砂　織（七戸町）

　 久保田　公　尊（向簱屋）
　 工　藤　由　佳（青森市）
　 小　向　　凌　（桜木町）
　 四　戸　理　恵（七戸町）
　 久保田　健　太（寒　水）
　 山　本　り　よ（八戸市）

小　林　英
えい

太
た

郎
ろう

（緑　町・健太郎）
鶴ケ崎　祐

ゆう

　誠
ま

（内蛯沢・秋　義）
湯　澤　美

み

　月
づき

（千　曳・　貢　）
山　端　望

み

　天
そら

（滝　沢・伸　憲）
山　口　琥

こ

　生
う

（馬　込・　亮　）
野田頭　巧

こう

　志
し

（内蛯沢・隆　平）

蛯　沢　勇　作　71（緑　町）
蛯　沢　ちえ子　57（内蛯沢）
小　林　勝　彦　47（大簱屋）
大　島　久　德　81（乙供元町）

　戸　き　ぬ　95（保戸沢）
大　杉　さくら　88（水　喰）
沼　山　タ　キ　86（林　口）

町
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
私

事
だ
が
先
月
、
急
な
発
熱
と
倦
怠

感
に
襲
わ
れ
て
寝
込
ん
で
し
ま
い
、

病
院
で
点
滴
治
療
を
受
け
た
。
取

材
が
あ
っ
た
ほ
か
原
稿
の
締
切
日

も
迫
っ
て
い
た
た
め
、
翌
日
か
ら

徐
々
に
体
力
が
回
復
し
た
と
き
は

本
当
に
救
わ
れ
た
思
い
だ
っ
た
▼

そ
れ
に
し
て
も
病
院
の
先
生
は
す

ご
い
と
改
め
て
感
じ
た
。
患
者
の

症
状
か
ら
病
名
を
当
て
、
そ
の
病

気
に
適
応
し
た
治
療
や
薬
の
処
方

を
す
る
の
だ
か
ら
▼
し
か
も
病
状

や
治
療
方
法
な
ど
を
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
病

気
を
治
す
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
な
の
だ
▼
私
た

ち
に
安
心
を
与
え
る
病
院
の
先
生

に
は
、
病
気
に
な
っ
て
ほ
し
く
な

い
も
の
だ
。（
雅
）

“戸籍の窓”は原則町内に住所のある方を掲載していますが、
東北町役場へ届け出た方で希望する方を掲載しています。
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新鮮、楽しい、おいしい
小川原湖交流センター「宝湖館」で

チーズ作り体験スタート

パパ　西　舘　裕　之　　さん
ママ　　　　　友　美　　さん

パパ　林　　　邦　彦　　さん
ママ　　　　　　恵　　　さん

　誰にでもニコニコするヒオ。笑顔が
最高だね。

　２人はパパとママの永遠の「宝物」
そして「支え」です。
　毎日、幸せをありがとう。

ま
ず
は
カ
ー
ド
と
い
う
塊
を

カ
ッ
タ
ー
で
細
か
く
し
ま
す　小川原湖交流センター「宝湖館」で、チーズ作り体験が

できるようになり、甲地小の５年生と千曳小の５、６年生
が、生乳から作ったフレッシュチーズを味わいました。
　子供たちは、チーズのもととなる「カード」という塊を
お湯で温めて柔らかくした後、伸ばしては束ねる作業を繰
り返して、裂いて食べられる「ストリングチーズ」を作り
ました。

次
に
お
湯
が
入
っ
た
機
械
で

温
め
て
柔
ら
か
く
し
ま
す

あ
と
は
伸
ば
し
て
は
束
ね
る

作
業
を
繰
り
返
す
だ
け

裂いて食べる「ストリングチーズ」の完成

長女〔１歳〕妃
ひ
桜
お
華
か
ちゃん 二女〔10カ月〕来

ら
魅
み
琉
る
ちゃん　長女〔８歳〕希

き
来
ら
ちゃん

千　曳 新　町


